
金
滞
古
蹟
志
巻
十
九

と
し
の
白
根
に
と
し
ぞ
〈
れ
ぬ
る

歳

名
に
た
か
き
零
の
白
山
明
け
て
今
朝

容
の
光
り
に
む
か
ふ
長
閑
さ

天
紳
奉
納
和
歌

い
づ
く
と
も
家
路
定
め
ぬ
身
の
行
街

旦
天
満
紳
も
あ
は
れ
と
ぞ
見
よ

遊
行
五
十
四
代

他

阿

O
遊
行
よ
人
念
偽
札
侮
鼠

線
附
随
筆
K
-
X
ふ
。
金
津
藩
士
横
山
求
馬
の
家
人
高
桑
喜
三
右
衛
門

と
云
ふ
者
、
若
き
時
は
殺
生
人
に
て
、
至
っ
て
律
儀
怠
る
者
也
。
七

十
七
歳
に
及
び
、
惣
領
の
男
子
は
惣
太
夫
と
-X
ひ
、
女
男
は
喜
右
衛

門
と
て
若
総
奉
公
し
け
り
。
前
々
よ
り
渡
部
安
兵
衛
方
へ
出
入
す
。
或

時
安
兵
衛
が
次
男
茜
右
衛
門
川
狩
に
行
き
、
蹄
り
に
菩
三
右
衛
門
方

へ
立
寄
る
。
鈴
話
の
内
酒
肴
を
も
て
な
し
、
喜
三
右
衛
門
い
ふ
ゃ
う
、

此
年
に
及
ぺ
ど
も
縁
た
く
‘
遊
行
上
人
の
札
を
貰
は
宇
候
。
彼
札
は

骨
骨
き
事
多
く
、
甚
残
念
な
る
よ
し
を
語
る
。
甚
右
衛
門
我
幸
ひ
懐
中

に
も
所
持
し
、
宅
に
も
あ
り
。
可
ν
建
と
て
懐
中
の
分
を
取
出
し
、
先

ぴ
け
れ
ば
、
共
の
時
是
を
か
h
K
御
と
ら
せ
下
さ
れ
候
へ
と
て
、
綿

帽
子
の
や
う
た
る
物
を
甚
右
衛
門
に
打
付
け
て
消
え
失
せ
け
り
。
右

呼
ぽ
aa
り
た
る
聾
に
鰐
き
て
、
家
内
の
者
燈
火
を
持
ち
ゆ
き
見
れ

ば
、
茜
右
衛
門
は
玄
関
の
上
に
腰
を
掛
け
居
て
、
此
の
側
に
綿
精
子

の
や
う
な
る
物
は
た
き
か
。
か
ゃ
う
の
趣
た
り
と
て
、
前
後
の
始
末

が
ら
を
一
々
一
滑
り
け
る
ゆ
ゑ
、
燈
火
に
て
共
建
り
を
見
れ
ば
、
去
年

寄
三
右
衛
門
へ
と
ら
せ
置
き
た
る
遊
行
上
人
の
札
あ
り
。
相
棋
は
去
年

此
札
を
と
ら
せ
け
る
時
、
宅
に
あ
る
分
も
被
v
下
候
は
ピ
、
か
L

に
と

ら
せ
候
べ
し
と
喜
三
右
衛
門
云
ひ
け
る
底
、
共
の
後
遁
す
事
延
引
せ

し
内
‘
夫
婦
共
死
去
し
け
り
。
右
札
の
催
促
に
来
り
た
る
も
の
也
と

て
.
翌
朝
惣
太
夫
を
呼
び
寄
せ
、
右
の
首
尾
を
諮
り
聞
か
せ
、
則
右

遊
行
札
と
去
年
可
v
建
と
約
束
し
け
る
札
と
二
枚
共
建
候
閥
、
一
枚
は

母
が
分
一
枚
は
父
が
分
左
り
。
そ
れ

λ
¥墓
所
へ
納
め
候
へ
と
て
奥

へ
け
り
と
ぞ
。

。
玖
虞
山
遍
照
寺
跡

園
泰
寺
の
積
、
玉
呆
寺
の
向
う
た
る
地
也
。
蛍
寺
は
民
言
宗
に
て
、
高

野
山
週
明
院
先
維
の
開
基
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
書
に
‘
元
和
六
年
利

常
卿
の
御
局
、
高
野
山
週
明
院
先
雄
の
放
積
と
し
て
、
蛍
地
金
棒
に
一

金
滞
古
蹟
志
巻
十
九

四，、

づ
是
を
可
v
諮
と

τ奥
へ
け
り
。
恭
し
と
て
獄
き
、
持
悌
堂
へ
入
れ
、

.
迫
て
被
v
下
分
は
か
L

に
と
ら
せ
候
ぺ
し
と
て
悦
び
け
り
。
さ
て
茜
右

衛
門
は
蹄
り
た
り
。
喜
右
衛
門
は
渡
部
安
兵
衛
若
織
と
た
し
、
江
戸

へ
召
遮
れ
行
く
と
て
念
頃
K
召
仕
ひ
、
父
母
と
も
悦
び
、
安
兵
衛
が

留
守
へ
も
植
に
も
参
り
度
思
ふ
折
か
ら
、
寛
延
三
年
多
大
雪
降
り
、

老
足
途
中
難
ν
叶
、
春
陀
至
り
て
も
深
雪
に
て
延
引
の
庭
、
菩
三
右
衛

門
が
妻
ニ
・
三
日
煩
ひ
、
二
月
朔
自
に
六
十
八
歳
に
て
死
去
し
け
り
。

然
る
底
菩
三
右
衛
門
も
愁
歎
甚
敷
、
考
鎮
の
や
う
に
て
同
月
九
日
に

是
も
死
去
し
け
り
。
十
日
の
夜
渡
部
茜
右
衛
門
用
事
有
り
て
、
堀
久

・
右
衛
門
方
へ
罷
越
し
‘
夜
牛
頃
蹄
り
け
る
底
、
田
町
西
光
寺
の
前
・
な

る
橋
を
越
え
、
吾
が
宅
の
方
町
屋
の
前
に
喜
三
右
衛
門
の
恰
好
た
る

者
居
り
け
り
。
能
く
似
た
る
者
哉
と
思
弘
、
宅
の
方
へ
来
る
慮
に
、

立
ち
て
川
上
の
方
へ
行
く
。
甚
布
街
門
は
吾
が
家
へ
蹄
り
、
臥
所
へ
入

り
け
れ
ど
も
倫
心
元
怠
く
、
叉
門
を
明
け
出
で
見
け
れ
ば
、
毛
利
稲
右

衛
門
奮
宅
の
方
へ
行
く
体
た
る
ゆ
ゑ
.
押
誇
可
昌
見
届
-
と
指
念
ぎ
行

き
け
る
に
、
見
失
ひ
け
る
故
立
蹄
り
打
臥
す
。
共
の
後
小
用
に
起

き
、
玄
関
の
戸
を
明
付
侯
へ
ば
、
共
の
前
に
高
桑
喜
三
右
衛
門
陣
織

り
居
た
り
。
甚
右
衛
門
聾
を
あ
げ
、
喜
三
右
衛
門
か
/
¥
と
二
一
撃
呼

字
建
立
設
し
度
皆
被
昌
申
上
一
鈴
木
主
馬
上
申
屋
敷
・
家
共
に
被
v
下
.
共

後
泉
野
へ
移
縛
被
=
仰
付
吋
と
見
b
.
遍
照
寺
因
由
記
に
は
、
利
常
卿
御

局
玖
民
院
、
発
推
出
家
子
様
成
.
毎
年
営
地
下
向
。
因
v
設
錫
昌
放
宿
-
一

宇
治
立
被
v
成
度
皆
e

岡
井
口
小
姓
町
鈴
木
主
馬
上
伊
屋
敷
在
v
之
家
共

歩
下
.
則
嘗
寺
是
也
.
其
拘
寺
続
無
v
之
星
空
式
交
々
一
留
守
居
，
山
a
p

被
a
指
鵠
共
後
圭
岳
住
山
，
内
蛍
分
旦
坊
留
守
居
下
，
居
住
之
内
、

旦
那
出
来
.
何
£
闘
被
v
申
住
持
-
-
成
.
玖
民
山
週
照
寺
ぷ
官
1.
秀
岳
口

続
也
。
此
地
拝
領
元
和
六
年
也

d

共
後
寛
永
十
三
年
.
今
所
移
柑
吋
替

地
泉
野
三
百
三
十
三
歩
葬
領
云
h

へ
と
あ
り
。
そ
の

E
細
は
小
姓
町
の

僚
に
記
蹴
す
。
右
週
明
院
莞
雄
は
、
利
常
卿
未
だ
幼
少
に
ま
し
ま
せ

し
時
、
筑
母
小
松
に
て
発
雄
へ
相
せ
し
め
け
る
庭
、
末
子
た
れ
ど
惣

領
と
成
り
大
名
の
相
あ
り
、
能
く
養
育
す
ぺ
し
と
云
ひ
け
る
に
よ

り
、
鹿
児
雄
よ
り
守
謎
札
を
申
請
け
L
る
廃
‘
還
に
利
長
卿
の
世
子
と

，
成
h

少
、
加
越
能
三
州
の
悲
主
と
成
り
給
へ
り
。
右
筑
人
は
後
局
と
成

り
、
玖
民
院
と
鋭
し
、
賞
寺
開
基
檀
那
た
り
。
小
寺
・
な
り
と
い
へ
ど

も
‘
甚
だ
曲
線
あ
る
寺
た
り
し
か
ど
、
明
治
五
年
二
月
堂
宇
を
鍛
ち
、

寺
地
を
費
却
し
て
‘
大
衆
寺
援
の
麓
へ
移
時
し
、
僅
々
た
る
小
庵
を

建
て
愛
に
居
し
た
る
庭
、
同
廿
二
年
十
月
永
績
の
目
途
危
き
に
依
つ

四
七




